
 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

泰日協会学校シラチャ校   
校長  酒井  憲一  

 

１０月２７日より登校が開始され、本日無事に２学期の終業式を迎えることができました。感染防止

対策の規制があり、十分な教育活動ができない部分もありましたが、子どもたちが毎日楽しそうに過ごしてい

る姿を見ると、登校できることがこんなにもありがたいことなのかと実感する毎日でした。本日までご支援とご協

力をいただいた保護者の皆様にあらためて感謝申し上げます。  

さて、教育活動も軌道に乗り始め、３学期は修学旅行を実施できる運びとなり、先日小学部６年生の

訪問先であるアユタヤとカンチャナブリへ下見に行ってきました。その中で、アユタヤの日本人村とカンチャナブリ

の泰緬鉄道を訪問し、日本とタイの歴史的なかかわりを学ぶ大切さを

再認識しました。ご存じのように、江戸時代に朱印船でタイに渡った

山田長政は日本人村を築き、アユタヤ王朝の官位を授けられるまで

出世しました。そして、最盛期には 3000 人ほどの日本人が暮らす村

に発展させました。残念ながら日本人村は消失し、遺構は残っていま

せんが、泰日協会の方々のご尽力により、日本人村があったとされる

場所に博物館や日本庭園が整備され、山田長政の功績や日本人

村の様子を学ぶことができる施設として現在に至っています。ちなみに

１２月１日よりリニューアルオープンし、きれいで学びやすい環境に整えられています。一方、泰緬鉄道は、第

二次世界大戦中の日本軍が東南アジア侵攻のために、タイとミャンマーを結ぶ鉄道の建設を計画し、多くの

外国人捕虜を労働させ、尊い命の犠牲の上に完成した鉄道です。  

いずれも日本とタイがかかわる歴史的事実であり、これらを学ぶことが

できる場所に足を運び、五感で歴史を感じることは、タイに所在する日

本人学校の児童生徒として有益な学びになり、将来のグローバル人材

としての価値観の形成の一助になると考えます。その他歴史的なかかわ

りだけでなく、日本とタイの経済的なつながりや類似点などについて調べ

ることも、両国の関係性を学ぶきっかけになると思います。明日からの冬

休み中に何か調べてみるのもよいのではないでしょうか。 

 

最後に、２学期をもって退学・転校・本帰国する児童生徒のみなさんが、シラチャ校の思い出を胸に新天

地で活躍されることを願っています。併せて、高校受験のために日本へ帰国する中学部３年生が、悲願成

就されることを遠くシラチャの地より祈っています。保護者の皆様におかれましては、本年度の総仕上げに向け

て、３学期も本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げるとともに、よい年をお迎えく

ださい。 
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日本とタイのかかわり・つながり 

日本人村の正面ゲート  

泰緬鉄道のクウェー川鉄橋  



やる気の原点は目標にある  
「師走」という言葉の通り１２月はあっという間に過ぎ、新しい年を迎えようとしています。2022 年には、子

どもたちがどんな夢や目標をもって学校生活を送っていくのか、楽しみです。 

ある高校の先生が「やる気の原点は目標にあり、楽しみの原点はプロセスにあり、喜びの原点は結果にある」

と話していました。子どもたちから、「先生はどうして先生になったんですか？」と聞かれるたびに、「私のやる気の

原点は何だったかな？」と思い返します。 

私は、小さいころからテレビが大好きでした。学校から家に帰るとすぐにテレビをつけて、それから寝るまでの

間、ずっとテレビがついていたのではないかな？というくらい、テレビに夢中でした。小学生の頃に見たテレビの内

容のほとんどは忘れてしまっていますが、１つだけ心に強く残っているものがあります。それは、発展途上国に学

校を建てるという内容のものです。「世界には学校に行けない子がいるのか」と衝撃を受けた覚えがあります。そ

れと同時に、「学校を建てるお金があるなら、そのお金で食料を買って寄付すればいいじゃないか。」と思ってい

ました。しかし、いざ学校が完成すると、子どもたちはとても嬉しそうに、「今は読めないけれど、勉強して英語を

読めるようになりたい。そして、世界中を旅するガイドさんになりたい。」「たくさん勉強して、将来はこの国でたくさ

んの人を救うお医者さんになりたい。」と夢や目標を語っていました。テレビの

中の出来事ではありましたが、その時の子どもたちの笑顔が今でも忘れられ

ず、教育に携わる職業に就きました。 

私にとって夢のきっかけはテレビでしたが、普段の学校生活や習い事、好

きな本やアニメなど、さまざまなところに子どもたちにとって心動かされるものが

転がっていると思います。やる気の原点は目標にある、子どもたちが夢や目

標をもって学校生活を送ることができるよう支援していくことが、今の私のや

る気の原点です。                   

 【文責：中嶋  美穂】 

                            

 

出会いを大切に   

これまでの人生を振り返ると、私はなんと出会いに恵まれてきたのだろうかと思います。大好きだった祖母が

亡くなり、心の支えを失ったと思っていた時、たまたま目にした新聞の広告。そこには「外国の小学校でボランテ

ィアをしてみませんか。」と書いてありました。暗く沈んだままの気持ちに、光が差し込んだように感じました。同時

に、亡くなった祖母からのメッセージのようにも思え、私はよく考えもせずに応募していました。  

初めての海外生活はアイルランドでした。５歳から１４歳までの６００人ほどのボーイズスクールで、折り紙

やお箸の使い方、日本語の挨拶など、日本の文化を紹介しました。祖父母が民謡の先生だったこともあり、

小さいころから日本民謡に慣れ親しんできたので、着物を着て三味線を演奏したりもしました。英語が得意な

わけでもなく、周りに日本人は私１人だけ。現地に知り合いがいたわけでもありません。今考えると、かなり無

謀なチャレンジでした。それでも９ヶ月間生活できたのは、現地の人々と出会い、温かい交流があったからでし

た。とくに子ども達とのふれあいは、片言の英語しか話せなかった私にとって、今でも心に残る幸せな時間でした。 

あるとき、転んでけがをした子に簡単な手当てをしてあげると、「アリガトウ。」と恥ずかし

そうに日本語で返してくれました。これが、私が教師を目指すきっかけとなった出来事で

す。私が伝えたことが、この子の中に残り、それを使ってくれたということに、とても感動した

のです。この出会いがなかったら私は教師を目指すこともなく、シラチャ日本人学校で働く

こともなかったでしょう。そう考えると、出会いとはとても不思議なものだなと思います。 

「幸せは出会いから生まれる。」私のモットーです。これまでの出会いが今の私をつくり、

新しい出会いへと向かう心を育てました。ここシラチャ日本人学校での出会いも、大切に

していきたいと思います。 

【文責：川又  万希子】 



  

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月６日 (木 )は、３学期の始業の日となりま

す。始業式がありますので、小学部のお子様につ

きましては、袖付き、襟ありの服装での登校にご

協力ください。また、この日は全校５時間授業と

なります。（お弁当が必要です。）他にも、各学

年・学級から出ているお便りをもとに、準備をお願

いします。 

 

 

3 学期より６校時のバス発車時刻を以下の

ように変更します。 

 

２学期まで  １５：３０ 

３学期より   １５：２５ 

 

当初予定していたより児童生徒のバス乗車が

スムーズに行えており、発車までに不要な待ち時

間があるためです。また、５校時は 2 学期同様

に１４：２０のバス発車となります。 

より児童生徒のバス乗車がスムーズに行えて

おり、発車までに不要な待ち時間があるた

めです。ご承知おきください。  

小５ 臨海学校（ジャンタブリー） 

1 月１３日（木）～１月１４日（金） 

 

中２ 修学旅行（カンチャナブリ・バンコク） 

１月１９日（水）～１月２１日（金） 

 

小６ 修学旅行（アユタヤ・カンチャナブリ） 

１月２６日（水）～１月２８日（金） 

 

どの学年も感染防止対策を考え、安全で学びあ

る宿泊行事となるように企画をしています。 

活動に制限がありますが、タイでしか経験することの

できない貴重な機会を是非とも大切にしてほしいと

願っています。 

始業式・・・２０２２年４月２２日(金) 

入学式・・・２０２２年４月２３日(土) 

 

緊急連絡は、Google 連絡帳ではなく、直接

お電話でご連絡ください。何か緊急で学校からお

知らせする必要がある場合は SMS 等でご連絡い

たします。 

038‐339‐971（8:00-16:00） 

※ただし、年末年始（12月 28日～1月 3日）

の期間は、学校は閉まっていますのでご注意くだ

さい。 


